
アンゴラ保健省の初めてのエムポックス確定症例報告について 

 

ポイント 

●アンゴラ保健省は、国内初のエムポックス感染者をルアンダ州で確認したことを報告しまし

た。 

●感染者と直接接触、対面での飛沫、感染者が使用した寝具等との接触で感染します。 

●発熱、頭痛、筋肉痛、リンパ節腫脹、顔面や手足を含めた全身の皮膚症状（水ぶくれなど）を

認めた場合は、医療機関へ早めの受診をお勧めします。 

本文 

１．アンゴラ保健省は、11 月 16 日（土曜日）国内で初めてルアンダ州（カゼンガ市）のコンゴ

国籍 28 歳女性がエムポックス感染者として確認されたと報告しました。すでに、感染者と接触

したと思われる 33 名が医療施設に隔離されています。 

２．この疾患の潜伏期間は５～21 日（多くは 1 週間以内）で、感染者との直接接触、接近した

対面での飛沫への⾧期間暴露、または感染者が使用したタオル・寝具等との接触により感染しま

す。 

３．発熱、頭痛、筋肉痛、関節痛、リンパ節腫脹、広範囲にわたり特に顔面や手足皮膚の発疹（水

ぶくれ：水疱、化膿：膿疱、かさぶた：痂皮）や粘膜症状（口の中、陰部、目などの発疹）など

の症状が出た場合は、医師の診察を受けるよう呼びかけています。 

４．在留邦人の皆様、アンゴラへの渡航・滞在を予定されている方及び滞在中の方におかれまし

ては、ご自身と周囲の方々のために以下のような感染予防対策を参考にして下さい。 

（１）ご家庭や公共の場で石鹸を使った手洗いを頻繁に行ってください。 

（２）上記の様な症状を認める人が接触した物や器具との接触を避けてください。 

（３）疑い患者と密接に接触する必要がある場合マスクや手袋などの個人用保護具を装着して

ください。 



（４）上記の症状を認めた場合は直ちに医療機関を受診してください。 


